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NY マーケットレポート（2019 年 7 月 30 日） 
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NY 市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

6 月個人所得（前月比） 0.4％（予想 0.4％・前回 0.5％⇒0.4％） 

6 月個人消費支出（前月比） 0.3％（予想 0.3％・前回 0.4％⇒0.5％） 

6 月 PCE デフレーター（前年比） 1.4％（予想 1.5％・前回 1.5％⇒1.4％） 

6 月 PCE コアデフレーター（前月比） 0.2％（予想 0.4％・前回 0.2％） 

6 月 PCE コアデフレーター（前年比） 1.6％（予想 1.7％・前回 1.6％⇒1.5％） 

6 月の米個人消費支出は、市場予想を一致となったが、前月からは伸び幅化縮小し、緩やかな伸びとなっ

た。変動の大きい食品とエネルギーを除いた PCE コア指数は、前月比ベースでは 3 ヵ月連続で同ペース

の上昇を保った。一方、前年比は市場予想を下回ったが、下方修正された前月からは上昇率が拡大した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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データを基に SBILM が作成 

 

6 月中古住宅販売仮契約（前月比） 2.8％（予想 0.5％・前回 1.1％） 

6 月中古住宅販売仮契約（前年比） -0.6％（予想 0.7％・前回 -0.8％） 

6 月の米中古住宅販売仮契約は、前月比で市場予想を上回り、3 ヵ月ぶりの大きさとなった。住宅ローン

金利低下と雇用の堅調な伸びに支えられた可能性が示唆された。前年比では、市場予想を下回り、2 ヵ月

連続のマイナスとなった。 
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7 月消費者信頼感指数 135.7（予想 125.0・前回 121.5⇒124.3） 

7 月の米消費者信頼感指数は、前月から 11.4 ポイント上昇し、昨年 11 月以来 8 ヵ月ぶりの高水準となっ

た。景気の現状に対する現況指数は 170.9（前月 164.3）、向こう半年の期待指数は 112.2（97.6）とい

ずれも前月から上昇した。雇用では、「職が豊富」との回答は 46.2％（前月 44.0％）、「就職が困難」

が 12.8％（15.8％）。向こう半年では「求職が増える」との回答は 20.5％（17.5％）、「求職が減る」

が 11.5％（13.9％）だった。   

 

データを基に SBILM が作成 
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ダウ平均は 3 営業日ぶりに反落、ナスダックは続落 

米株式市場は、トランプ米大統領が中国との貿易協議に対する不満を示したことを受けて、貿易摩擦激

化への警戒感が広がり、序盤から軟調な動きとなった。しかし、FOMC で利下げが確実視されていること

が下支え要因となり、主要株価指数は小幅安に留まった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、

前日比 151 ドル安まで下落した。その後は、下げ幅を縮小し、一時プラス圏まで上昇したものの、23 ド

ル安で終了し、3 営業日ぶりに反落した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、19 ポイント安で終了

し、S&P500 とともに続落した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドルは序盤堅調も、FOMC を控えて終盤は小動きの展開  

NY 市場では、欧州市場の流れを引き継ぎ、ドルは軟調な展開で始まった。序盤に発表された、6 月の米

個人消費支出（PCE）コアデフレーターが市場予想を下回ったことを受けて、ドル/円は 108.46 まで下落

したものの、約 2 年ぶりの低水準域から上昇したことで、当局の目標に向かって持ち直しの兆候が示さ

れたとの見方もあり、下値は限定的だった。その後、一時 2.0388％まで低下した米 10 年債利回りが

2.0737％まで上昇したことに加え、7 月の米消費者信頼感指数が市場予想を上回り、昨年 11 月以来 8 ヵ

月ぶりの高水準となったことが好感され、ドル/円は 108.70 まで上昇した。さらに、トランプ米大統領

が中国との貿易協議に対する不満を示したことを受けて、下落していた米主要株価指数が下げ幅を縮小

したことも下支え要因となった。ただ、引けにかけては、翌日の FOMC を控えて様子見ムードも強まり、

限定的な動きが続いた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 
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昨日 30日のルーブルは対ドルで 63.5200 ルーブルと対ドルで上昇した一方、対円では 1.7101 円とルーブル

安となった。 今晩の FOMCの 0.25％の利下げが確実視されたことやブレント原油の上昇がルーブルの対ドル

での上昇につながった。 

 

一方、ドル建のロシア RTS株価指数は 0.72Pts安の 1,352.89Pts と下落した一方 MOEX指数は 2,734.68Pts 

(6.41 Pts 高）と 4日続伸した。欧米株の下落にロシア株式市場も下落したもののブレント原油が 64ドル台

半ばへ上昇したことが支援材料となったものの FOMCを控え上値は限られた。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 3.7902レアル、対円でも 28.645 円と対ドル、対円で下落した。FOMC を控えたポジション

調整やトランプ大統領の対中批判も米中通商交渉の不透明感につながり新興国通貨の一角であるレアル安に

つながった。 

 

一方、ボベスパ指数は 549.87Pts 安の 102,932.76Ptsと反落した。FOMCを控えた様子見ムードの中、トラン

プ大統領が米中通商交渉を巡り対中批判のツイートを発信したことで通商交渉への不透明感を背景に下落し

たほか、ブラジルの大手銀決算が低調な結果となったこともボベスパ指数の下落要因となった 
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